
備陽史探訪の会6月例会

賀茂台地に中世武士の面影を訪ねる

―平賀氏と話立小早∫IIスの実跡―

講 師 田 口 義 之

。

本 下 和 司

備陽史探訪の会

▲紙本墨書大盤若経 600巻 (県重文)
永久 5年 (1‖ 7年)の納経。乃美本宮八幡神社所蔵



《例会スケジユール》

8:15  福山駅北口発

9:00  高坂パーキングエリア着   (ト イレ休憩 )
9:10  高坂パーキングエリア発

9:45  木原家住宅着  (国重要文化財 )
10:15  木原家住宅発

10:30  御園生城着   (県 史跡 )
ll:00  御園生城発

11:10  平賀家墓所着
11:20  平賀家墓所発

11:45  本宮八幡宮着   (昼 食、 トイレ)
13:00  本宮八幡宮発

13:30  黒谷古墳着
14:10  黒谷古墳発

14:30  椋梨城着
15:10  椋梨城発

15:30  振鞘古戦場着
15:40  振鞘古戦場発

16:00  自竜湖スポーッ公園着   (ト イレ休憩 )
16:10  白竜湖スポーッ公園発

17:00  福山駅北口着

※例会のスケジュールは、天候、交通事情等によって変更する場合があり
ます。予めご了承下さい。
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１
０
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※
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文
五
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（
一
六
六
五
）
　

瓦
銘

※
桁
行

一
二

・
六

ｍ
　
梁
間

一
五

・
五

ｍ
　
切
妻
造

一
部

三
階

本
瓦
葺
／
正
背
面
庇
及
び
背
面
角
屋
　
桟
瓦
葺

木
原
家
住
宅

の
あ
る
東
広
島
市
高
屋
白
市
は
、
山
陽
本
線
白

市
駅
か
ら
北
西

に
約

ニ
キ

ロ
、
起
伏
に
富
ん
だ
丘
陵
地
帯
に
あ

る
。
古
く
は
牛
市
が
開
か
れ
、
人
馬
の
往
来
も
頻
繁
で
、
周
辺

農
村
の
商
業
中
心
地
と
し
て
栄
え
た
町

で
あ
る
。

本
原
家
の
先
祖
は
中
世
末

に
こ
の
辺
り
に
勢
力
を
張

っ
て
い

た
平
賀
氏
の

一
族

で
、
自
市

の
南
方
山
手
に
あ
る
木
原
城
の
城

主
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
武
士
を
退
い
て
白
市
に
土

着
し
た
の
は
近
世
初
め

で
、
農
業
を
営
む
他
に
も
、
酒
造
や
製

塩
に
手
を
広
げ
て
財
を
な
し
、
こ
の
地
域
の
豪
家
と
し
て
名
が

通

っ
て
い
た
。

建
物
は
傾
斜
し
た
街
路
に
西
面
し
て
建

つ
。
問
口
六
問
半
、

奥
行
五
間
で
、
正
面
に
半
間

の
庇
、
背
面
に
奥
行

二
間
の
角
屋

と
下
屋
を
出
す
。
か

つ
て
は
主
屋
の
南
側
や
背
後
に
、
離
れ
座

敷
や
酒
造
用
の
蔵
な
ど
が
建
ち
並
ん
で
、
豪
商
の
た
た
ず
ま

い

を
残
し
て
い
た
が
、
今
で
は
寛
文
五
年

（
一
六
六
五
）
に
建

て

ら
れ
た
主
屋
だ
け

に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
建
物
は
昭
和
四
三
年

に
行
わ
れ
た
解
体
修
理

に
よ

っ
て
、
ほ
ぼ
創
建
当
時
の
姿
に
復

元
さ
れ
た
。
旧
形

の
不
明
な
部
分
が
多
か

っ
た
背
面
下
屋
は
江

戸
末
期

の
改
修
時
の
姿
に
、
ま
た
、

「
し
も
み
せ
」
は
類
例
を

参
考
に
整
備
さ
れ

て
い
る
。

正
面
は
向
か

っ
て
右
側
に
大
戸
を
構
え
、
両
脇
に
格
子
戸
を

は
め
込
む
。
格
子
戸
の
内
側
に
は
蔀
が
あ
り
、
平
素
は
蔀
を
開

閉
す
る
だ
け

で
あ
る
。
本
原
家
は
製
造
業
を
主
に
す
る
家
な

の

で
、
小
売
店
舗
の
よ
う
に
街
路
に
対
し
て
開
放
的
な
構
え
と
す

る
必
要
が
薄

い
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
家

の
外
観
の
特
色
は
、

二

階
軸
部

に
ま

っ
た
く
窓
が
な

い
こ
と
で
あ
る
。
通
常
の
町
家
は

三
階
全
面
を
厨
子
に
し
て
、
正
面
に
格
子
窓
を
設
け
る
が
、
木

原
家
は

「
し
も
み
せ
」
と
土
間
の
上
部

に
小
さ
な
厨
子
を
設
け

た
だ
け

で
、
窓
も
妻
側
に
開

い
て
い
る
。

内
部
は
桁
行
に
三
分
割
さ
れ
、
南
側

に
幅

二
間
半
の
土
間
を

通
し
、
ゆ
か
上
部
に
二
列
の
居
室
を
設
け
る
。
街
路
側
に
は
、

「
ざ
し
き
」

「
み
せ
」
な
ど
仕
事
関
係

の
部
屋
が
並
び
、
背
後

に
は
家
族
用
の
居
室
を
配
し
た
構
成
は
江
戸
期
の
町
家

に
よ
く

み
ら
れ
る
間
取
り
で
あ
る
。
た
だ
、
土
間
沿

い
に
広

い
板
間
を

設
け
、
土
問
境
を
開
放
に
し
て
、
土
間
と

一
体
の
空
間
を

つ
く

っ
て
い
る
の
は
、
土
間
境
を
閉
鎖
的
な
構
え

に
す
る
例

の
多

い

関
西
の
古

い
町
家
と
異
質
で
あ
り
、
地
方
の
町
家
の
成
立
ち
を

考
え
る
上
で
興
味
深

い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
広

い
板
間
は

「
な

ん
ど
」

へ
の
出
入
口
に
あ
る
の
で
、
日
常
生
活
の
中
心
的
な
場

と
考
え
ら
れ
る
が
、

「
な
ん
ど
」
の
問
仕
切

に
あ
た
る
筋
に
垂

れ
壁
と
床
の
段
差
が
あ
る
の
で
、
な
ん
ら
か

の
使

い
分
け
が
な

さ
れ
て
い
た
ら
し

い
％

上
手
の

「
な
ん
ど
」
は
二
室
か
ら
な
り

【1】



低

い
位
置
に
根
太
天
丼
を
張

っ
て
、
上
部
を
物
置

に
用

い
て
い

る
。

「
ざ
し
き
」
は
八
畳
間
で
土
間
沿
い
の

「
み
せ
」
か
ら
出

入
す
る
。
主
屋
北
側
に
は
敷
地

に
余
裕
が
あ
る
の
で
、
本
来
床

や
押
入
れ
が
設
け
ら
れ
る
は
ず

の
と
こ
ろ
に
開
田
部
を
設
け
、

正
面
庇
に
床
と
押
入
を

つ
く

っ
て
こ
ち
ら
を
閉
鎖
し
て
い
る
。

座
敷
の
構
成
は
低

い
位
置
に
か
け
ら
れ
た
落
掛
や
木
太

い
天
丼

樟
縁
な
ど
古
風
で
あ
る
。
な
お
、
畳
は
六
尺

一
寸

の
広
島
間
を

用

い
て
い
る
。

柱
は
ほ
ぼ
六
寸
角
の
松
材
を
用

い
、
鉤
で
見
え
掛
り
を
仕
上

げ

て
い
る
。
四
方
か
ら
梁
の
か
か
る
土
間
と
床
上
境
の
柱
は
七

～
八
寸
角
と
太

い
。
古

い
町
屋
は
厨
子
を
設
け
る
場
合
で
も
、

上
屋
梁
を
桁
位
置
に
渡
す
が
、
木
原
家
は
梁
位
置
が
桁
よ
り
か

な
り
低

い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
又
、
梁
行
と
桁
行
に
渡
さ
れ
た
梁

は
相
互
に
組
み
合
わ
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、
高
く
建
ち
上
が

っ

た
小
屋
東
に
も
柄
差
し
に
さ
れ
る
な
ど
変
わ

っ
た
点
が
多

い
。

特
に
、

「
み
せ
」
寄
り
の
方

二
間
の
板
問
ま
わ
り

に
た

つ
柱

の

う
ち
三
本
は
、
妻
面
の
側
柱
と
同
じ
よ
う
に
母
屋
ま
で
高
く
延

び
た
珍
し
い
手
法
で
、
小
屋
束
と
共
に
縦
横
に
貫
が
通
さ
れ
て

い
る
。
伊
豆
の
江
川
家
住
宅
な
ど
江
戸
初
期
の
民
家
に
だ
け
み

ら
れ
る
四
天
柱
式
構
法

で
あ
り
、
土
間
か
ら
見
上
げ
る
と
、
こ

の
よ
う
な
独
特
の
架
構
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。

木
原
家
は
全
国
的
に
み
て
も
、
古

い
時
期
の
年
代
の
明
ら
か

な
町
家
と
し
て
有
数
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
近
畿

の
古

い

町
屋
と
は
異
質
な
点
が
認
め
ら
れ
、
地
方
の
町
家
と
し
て
、
そ

の
価
値
は
高

い
。

【2】
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平
賀
氏
の
盛
衰

毛
利

・
小
早
川
氏
と
並
ぶ
安
芸
の
有
力
国
人
領
主
で
あ
っ
た
平
賀
氏
は
、

晰計副脚
（国孵勅広（詢れづけ酬置林硼社熱擬麟咽獄た“赫れげ灌城

鎌
倉
時
代
後
期
の
弘
安
元
年

（
一
二
七
八
）
一
二
月
五
日
、
平
賀
慨
島
は

な「議麟却哺篭認軒雌鑑国議つくしい物ⅧＦ瀬牌祠櫛酬嘲絆数と「‐よ一時

槃
魏
編
誰
文
渾
ン
獄巖
ト
ダ
甥
師鴎
画
だ

い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

「
あ
き
の
あ
ま
御
せ
ん
」
す
な
わ
ち
尼

「
き
や
う
く

肺滉肝江哺第凱は配あい替”黎』弗↑肺環理は続いは雌教いか一

たと思われる。すなわち、この頃には
一族の一部は安芸高屋保に

西蔵識課牡
（しくい一
一もっ晟膨三』一膨。「きやうくわん」は
「こな

き
に
よ
り
て
、
や
う
し
ひ
ら
か
の
三
ら
う
か
ね
む
ね

（兼
宗
）
」
に
高
屋
保

以
下
の
所
領
を
譲
っ
た
。
兼
宗
は
平
賀
氏
糸
図
で
は
惟
藤
の
孫
に
な
っ
て
い

る
が
、
尼

「
き
や
う
く
わ
ん
」
譲
り
状
に

「
養
子
」
と
あ
り
、
実
際
の
続
柄

は
明
ら
か
で
な
く
、
出
羽
平
賀
氏
の
惣
領
家
か
ら
安
芸
平
賀
氏
に
入
っ
た
人

物
れ
霧
は
陽
馘
編
ぼ
子
熊
定
が
継
い
だ
が
、
兼
宗
が
長
子
共
紹
に
所
領
を
譲

晦
舜
一
計
け
工
つ ら と
¨
れ
一
静
〔
［
論

鵡

時
舞
］
散

騨

崚
抑
犠

嬬

Ｗ
下
カ
ー
Ｐ
計
ハ
麟
崎
Ｊ
綸
増
瓢
田

馴
η
殿

―

繁

―

晋

洲

鰈

‐

霜

無
事
解
決
し
た
。

押
れ
ゆ
れ
け
に
一
呻
一
派 「 ら
中
畔
螂
紳
芸
（
周
『
刹
呻
舞
［
］
に
］
裁
赫
動
囃
凛
赫

章
の
子
息
二
人
が
討
死
す
る
と
い
う
事
態
を
招
い
た
。

欧碑一し時に一枷瀬榊審蜘裁崚詢はい隷鵜審̈『〔一れ‐ょ中舜嚇』と「の］中

活
躍
し
、
応
永
十
三
年

（
一
四
〇
六
）
六
月
、
幕
府
に
守
護
の
更
迭
を
認
め

浸責識訂蒙却け需物
・意議稚購い款腱疇親“鋤↓撒螺髪に移腋動隔
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時
に
行
わ
れ
て
お
り
、
実
質
的
に
は

「
国
人

一
揆
」
の
敗
北
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
揆
の
解
体
に
よ
っ
て
幕
府
に
降
参
し
た
平
賀
氏
は
こ
の
後
室
町
幕
府
の

奉
公
衆
と
し
て
記
録
に
現
れ
、
応
仁
の
乱
後
の
長
享
元
年

（
一
四
人
七
）
に

及
ん
で
い
る
。

戦
国
期
に
入
る
と
平
賀
氏
の
周
囲
は
多
事
多
難
と
な
る
。
幕
府
の
力
が
衰

え
る
と
周
防
の
大
内
氏
の
勢
力
が
再
び
安
率云
国
に
及
び
、
出
雲
に
興
っ
た
尼

子
氏
も
南
下
を
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
情
勢
に
対
し
て
安
芸
の
国
人
は

一
］
¨
一
一
け
一
帖
一
［
”
』
［
』
お
一
¨
綺
¨
轟
¨
“
』
』
勧
嚇
¨
一
』

市
の
自
山
城
に
居
城
を
移
す
こ
と
で
こ
の
争
乱
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
。
御

園
宇
城
は
鎌
倉
後
期
以
来
の
平
賀
氏
の
本
拠
で
あ
っ
た
が
、
居
館
を
兼
ね
た

土
居
形
式
の
城
郭
で
、
長
期
の
籠
城
は
無
理
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
白
山

城
は

一
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
比
高
を
持
っ
た
山
城
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
注
目
さ
れ
る
の
は
自
山
城
下
の

「
自
市
」
で
あ
る
。
こ
の
市
場
は

自
山
築
城
以
前
に
既
に
存
在
し
た
市
場
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
平
賀
氏
は
領

域
経
済
圏
の
掌
握
の
為
に
も
こ
の
地
に
城
を
築
＜
必
要
が
あ
っ
た
。

だ
が
、
百
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
山
城
で
は
戦
国
の
荒
波
を
乗
り
切
る
に
は

少
々
不
安
で
あ
る
。
特
に
大
永
年
間

（
一
五
三
二
～
二
人
）
、
尼
子
氏
の
軍

勢
が
怒
濤
の
如
く
安
芸
に
侵
入
す
る
よ
う
に
な
る
と
尚
更
で
あ
る
。
そ
こ
で

現輔
軒
鮮
綺
欄曇
承鏡
虔
褪
智
醐
靴
覗
場
。

ト
ル
の
比
高
を
持
つ
本
格
的
な
戦
国
城
郭
で
、
曲
輪
の
数
は
百
を
越
え
る
と

言
わ
れ
る
。

―

―
□

□

撫

暫

墨

珂

朝

鶉

(「頭崎城跡発掘調査報告書Jから掲載)

【4】
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つ
れ
「
ユ
¨
颯
酬
位
置
た っ
ば
漿
吻
馳
鰤
摯
蜘
潮
畑
い
賊
↓こ っ
に
方 「
』
置
針
曖
精

し
、
こ
の
城
に
拠
っ
て
尼
子
方
の
旗
を
揚
げ
、
天
文
五
年

（
一
五
三
六
）
か

ら
同
九
年

（
一
五
四
〇
）
に
至
る
ま
で
の
四
年
間
、
父
子
が
血
を
流
す
と
い

う
、
骨
肉
の
争
い
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
に
な
る
。

督麟
れ
製
馳
鏑
鶴
捕
喋
恥
躙琳
甜
姉
評
隋

購
ゆ
硼
硼
離
押
」
際 っ
け
徴

．
雄
鎌
裁
転
数
れ
計
酢
‐こ （
肝
旺
ｎ
一
ド
励
胡
陣
氏

の
攻
撃
を
受
け
る
が
、
養
祖
父
弘
保
は
頭
崎
城
に
援
軍
を
送
ら
ず
、
見
殺
し

に
し
た
。

隆
保
の
減
亡
に
よ
っ
て
、
平
賀
氏
は

一
時
断
絶
の
危
機
を
迎
え
る
が
、
毛

利
元
就
の
斡
旋
で
弘
保
の
希
望
通
り
、
広
相
が
平
賀
氏
の
所
領
を
相
続
す
る
。

は
わ
醜
百
晰
瑚
り
報
鋤
疎
博
授
輯
４
一
丑
妍
超
「
罐
肛
御
静
哺
開
』
耗
劃
融

五
十

一
石

（
内
安
芸
国
内
に

一
万
三
千
石
余
）
と
い
う
、
安
年云
国
内
で
は
、

毛
利

・
吉
川

。
小
早
川
氏
に
継
ぐ
大
き
な
所
領
を
擁
し
て
近
世
の
到
来
を
迎

え
る
こ
と
に
な
る
。

瀬

―W
傘

膨

″

７
／′
％

″̈
″

多

〃

(『頭崎城跡発掘調査報告書」から掲載)
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響

墨

誅

東
広
島
市
一局
屋
町
一量

堀

鎌
倉
時
代
末
期
、
出
羽
国
か
ら
西
遷
を
果
た
し
た
平
賀
氏
が
最
初
に
本
拠

と
し
た
城
郭
で
、
同
氏
は
こ
の
城
を
拠
点
に
勢
力
を
拡
大
し
、
安
芸
国
の
代

表
的
な
国
人
に
の
し
上
が
っ
た
。
こ
の
城
を
舞
台
と
し
て
戦
わ
れ
た
合
戦
と

し
て
応
永
十
年

（
一
四
〇
三
）
か
ら
二
年
間
に
渡
っ
た
守
護
山
名
満
氏
と
の

戦
い
が
あ
る
。
文
亀
三
年

（
一
五
〇
三
）
、
平
賀
弘
保
は
白
市
の
自
由
城
を

築
き
本
拠
を
移
し
た
が
、
そ
の
後
も
平
賀
氏
の
隠
居
城
と
し
て
長
く
使
用
さ

れ
た
。
城
は
、
農
業
経
営
と
防
備

・
居
住
を
兼
ね
た
土
居
形
式
の
城
で
、
南
に
伸

び
た
低
い
丘
陵
を
切
断
し
、
三
段
の
曲
輪
と
そ
れ
を
三
方
か
ら
囲
む
土
塁
状

の
曲
輪
か
ら
な
る
。

聾
秀
菱

御
園
宇
城
跡
の
北
西
約
五
百
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
残
る
中
世
の
墓
石
群
。

平
賀
氏
の
書
提
寺
明
道
寺
の
跡
と
伝
え
ら
れ
、
宝
筐
印
塔

・
五
輪
塔

・
石
仏

な
ど
約
四
十
基
の
石
塔
が
存
在
す
る
。
無
銘
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が

「
真

岳
」

「
天
厳
」
の
銘
を
刻
む
宝
筐
印
塔
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
弘
保

（真
岳
）

隆
宗

（
天
厳
）
の
墓
石
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
廃
明
道
寺
跡
の
存
在
す
る
丘
陵
に
も
御
園
宇
城
跡
と
同
じ
く
馬
蹄

形
の
土
塁
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
が
残
り
、
規
模
は
小
さ
い
な
が
ら
も
中
世
の

居
館
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

― /

)、
,ノ

＼ ＼|＼  ′ヽ

(「頭崎城跡発掘調査報告書」から掲載)
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造
　
果
　
保

造
果
保
　
広
島
県
東
広
島
市
高
屋
町
造
賀

「
倭
名
抄
」
所
載
の
賀
茂
郡

「
造
果
郷
」
に
由
来
し

「
造
賀

保
と
も
書
く
。
範
囲
は
現
高
屋
町
造
賀

に
ほ
ぼ

一
致
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
実
態
は
不
明
で
あ
る
が
、
皇
室
領
で
、
東
方
と
西

方
に
分
か
れ
、
康
応
元
年

（
一
三
八
九
）
に

「
新
院
御
方
別
納

御
料
所
」
と
さ
れ
、
合
わ
せ

て
三
四
貫
文
が
京
都
に
送
ら
れ
る

こ
と
に
な

っ
て
い
た

（厳
島
野
坂
文
書
）
。
建
武
三
年

（
一
三

三
六
）
九
州
に
敗
走
し
た
足
利
尊
氏
が
再
び
東
上
す
る
途
次
、

厳
島
神
社
に
参
詣
し
た
際
出
し
た
同
年
五
月

一
日
付
寄
進
状

（

厳
島
文
書
御
判
物
帖
）
が
初
見

で
、
造
営
料
所
と
し
て
同
社
に

造
果
保
を
寄
進
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
文
和
三
年

（
一
三
五
四

）
小
早
川
氏
の

一
族
小
泉
氏
平
が
幕
府
か
ら
勲
功
の
賞
と
し
て

造
果
保
を
預
け
置
か
れ
た
た
め

（小
早
川
家
文
書
）
、
厳
島
社

と
小
泉
氏
の
間
で
紛
争
が
生
じ
た
。
幕
府
は
延
文

二
年

（
一
三

五
七
）
下
地
を
厳
島
社
に
沙
汰
付
け
る
よ
う
命
じ
て
お
き
な
が

ら
応
安
元
年

（
一
三
六
八
）
に
は
小
泉
氏
の
訴
え
で
厳
島
社
側

の
押
領
を
排
除
し
て
小
泉
氏

に
渡
せ
と
す
る
な
ど
、
朝
令
暮
改

を
繰
り
返
し
て
混
乱
を
深
め
た
。
現
地

で
は
双
方
が
要
害
を
構

え
て
合
戦
と
な

っ
た
が
、
同
六
年
幕
府
は

一
応
厳
島
社
側
の
主

張
を
退
け
て
小
泉
氏
の
領
有
を
認
め
る
裁
許
を
下
し
た

（小
早

川
家
文
書
）
。
そ
の
後
も
幕
府

の
態
度
は
二
転
三
転
し
、
実
力

で
小
泉
氏
が
支
配
を
続
け
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
文
安

二
年

（
一
四
四
五
）
小
泉
宝
湧
は
平
賀
氏
の

一
族
東
村
宗
忠
に
造
果
保
西
方
を
譲
り
、
宗
忠
は
こ
れ
を
平
賀

弘
宗
に
譲

っ
た
。　
一
方
、
東
方
も
宝
湧

の
孫
小
泉
元
平
が

「
永

代
請
領
之
地
」
と
し
て
弘
宗
に
預
け
た
た
め
、

一
五
世
紀
ま

で

に
平
賀
氏
が
造
果
保
全
体
の
支
配
を
得
た

（平
賀
家
文
書
）
。

長
享
元
年

（
一
四
八
七
）
に
は
厳
島
神
社
が

「
平
賀
押
領
」
を

幕
府
に
訴
え
て
そ
の
停
止
が
命
じ
ら
れ

（厳
島
野
坂
文
書
）
、

明
応
三
年

（
一
四
九
四
）
に
は
小
泉
元
氏
が

「
平
賀
近
年
押
領

」
を
小
早
川
氏

に
訴
え
て
い
る
が
、
平
賀
氏

の
優
勢
は
動
か
な

か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

造
果
保
の
内
容
を
示
す
唯

一
の
史
料
と
し
て
年
月
日
を
欠
く

安
芸
造
果
保
地
頭
方
土
貢
注
進
状

（平
賀
家
文
書
）
が
あ
る
。

こ
れ
は
地
頭
方
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も

一
部
欠
け
て
い
る
の

で
保
全
体
に

つ
い
て
は
分
か
ら
な

い
が
、
保
内
に
は
六
郎
九

・

米
丸

・
四
郎
丸
等
の
二
四
名
が
あ

っ
た
。
こ
の
内
四
郎
丸

・
武

則

。
国
吉

・
友
安
は
賀
茂
郡
造
賀
村

に
、
菊
力

。
近
光
は
豊
田

郡
造
賀
村
に
そ
の
名
を
残
す
。
注
進
状

に
見
え
る
田
数
は
四
七

町
六
反
二
三
〇
歩
、
う
ち
川
成
り
寺
社
免
を
除

い
た
定
田
が
三

〇
町
七
反
余
、
六
郎
丸
名
に
は
九
反
の
鋳
物
師
分
が
あ
り
、
地

頭
直
営
地
の
系
譜
を
ひ
く
正
作
が
九

つ
名

に
計

一
町
七
反
あ

っ

た
。
貢
租
は
定
田

一
反
当
り
四
〇
〇
文

の
反
別
銭

一
二

一
貫
余

の
ほ
か
、
加
徴
米

・
工
作
の
分
米
及
び
麦

。
大
豆

・
栗
の
銭
納

分
約

一
〇
三
貫
、
色

々
銭
が
約

二
三
貫
文
、
合
計

二
四
七
貫
余

こ
の
う
ち
加
徴
米

の
三
割
に
あ
た
る
約

二
六
貫
が
代
官
得
分
と

さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
散

田
分
も
あ

っ
た
が
後
欠
の
た
め
不
明
。
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奮

八
顕

　
賀

茂

郡

自
一二
栄

町
乃

圭
六

乃
美
盆
地
西
部
に
鎮
座
す
る
八
幡
さ
ん
で
、
祭
神
は
宗
像
三
神

・
仲
哀
天

皇

。
応
神
天
皇

・
神
宮
皇
后
な
と
四
十
二
柱
。
乃
美

・
別
府

・
鍛
冶
屋

・
清

武

。
安
宿
の
惣
社
で
あ
っ
た
が
、
戦
国
時
代
乃
美
隆
興
が
清
武

。
安
宿
へ
分

祀
し
た
こ
と
か
ら
本
宮
八
幡
と
改
称
し
た
と
伝
え
る
。
永
正
十
六
年

（
一
五

一
九
）
の
棟
札
に

「
大
壇
越
平
朝
臣
千
鶴
丸
」
と
あ
る
よ
う
に
、
中
世
こ
の

地
を
本
拠
と
し
た
乃
美
氏

（
平
朝
臣
）
が
歴
代
崇
敬
し
、
現
在
も
天
正
七
年

八
月
、
乃
美
安
芸
守
隆
興
の
署
判
の
あ
る

「
乃
美
八
幡
宮
流
鏑
馬
次
第
注
文
」

を
蔵
し
て
い
る
。

美乃美
盆
地
の
南
部
に
彗
え
る
茶
自
山
城
を
本
拠
と
し
た
中
世
武
士
団
で
前

期
乃
美
氏
と
後
期
乃
美
氏
に
分
か
れ
る
。
前
期
乃
美
氏
は
小
早
川
氏
の
庶
家

と
考
え
ら
れ
る
が
、
惣
領
家
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
。
応
永
十

一
年

（
一
四
〇
四
）
の

「
安
芸
国
国
人

一
揆
契
状
」
に

「
の
う
み
ち
く
せ
ん
の
守
」

と
あ
り
、
既
に
こ
の
頃
に
は
当
地
に
勢
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

室
町
中
期
、
乃
美
員
平
は
惣
領
家
の
沼
田
小
早
川
氏
に
背
き
、
大
内
氏
に
通

じ
た
た
め
、
幕
府
か
ら
所
領
を
没
収
さ
れ
た
。
そ
の
後
員
平
は
大
内
氏
の
勢

力
を
背
景
に
乃
美
復
帰
を
計
る
が
、
惣
領
家
か
ら
小
早
川
敬
平
の
弟
日萱
泉
が

当
地
に
入
部
す
る
と
、
そ
の
野
望
は
阻
止
さ
れ
、
以
後
当
地
か
ら
退
去
す
る
。

是
景
の
子
孫
が
そ
の
後
戦
国
末
期
ま
で
こ
の
地
を
支
配
し
た
乃
美
氏
で
、
隆

興
の
娘
が
毛
利
元
就
の
側
室
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
戦
国
期
に
は
毛
利

氏
旗
下
の
有
力
国
衆
と
し
て
活
躍
し
た
。

一職
嚇

一４
ギ
輌
ｎ
総
計
―

ら孝

層
“
董

犠

轟
６
”
ふ

』
疑
”

れ
・一Ａ

４
一爆
」

ム
子
ｏ
ウ
ｎ
　
Ｉ́
λ
“
〓

―
″
‘

‘
´

‘魚
び
付
・
〔封
録
”

一講
．｝胤
喘

姜
二

，

鐘
γ

乃美八幡宮流鏑馬次第注文巻子>

▼乃美八幡宮流鏑馬次第注文原文書

乃美隆興の花押

ｉ

ｔ
キ

ー

」

ｒ

夕ヽ

Ｔ

食

〔０
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里
藝

量

言

墳

裏

契

和
町
下
罪

一
一異

二
蒐

沼
田
川
の
支
流
、
椋
梨
川
流
域
の
南
面
し
た
丘
陵
斜
面
に
築
か
れ
た
円
墳

で
、
内
部
に
全
国
的
に
も
類
例
の
少
な
い

『
石
棚
』
を
持
つ
横
穴
式
石
室
を

有
し
て
い
る
。
石
室
は
全
長
六
．
八
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
最
大

一
．
六
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
二
。
ニ
メ
ー
ト
ル
の
規
模
で
あ
り
ふ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
最
大

の
特
徴
は
石
室
奥
部
の
石
棚
に
あ
る
。

『
石
棚
』
は
奥
壁
に
沿
っ
て
幅
○
。

六
メ
ー
ト
ル
の
板
石
を
水
平
に
架
し
た
も
の
で
、
両
側
の
下
に
は
脚
部
に
あ

た
る
立
石
を
か
ま
せ
、　
一
種
の
石
棺
、
ま
た
は
副
室
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。　
一
九
八
五
年
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
出
土
し
た
須
恵
器
か
ら
七
世

紀
前
半
の
築
造
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

振
薔

諺

賀
森

森

署

梨

天
文
十
二
年

（
一
五
四
三
）
七
月
、
備
後
の
山
名
理
興
の
軍
勢
と
毛
利

・

小
早
川
氏
の
連
合
軍
が
戦
っ
た
古
戦
場
で
あ
る
。
備
後
神
辺
城
主
の
山
名
理

興
は
当
初
大
内
方
に
属
し
て
い
た
が
、
同
年
正
月
大
内
義
隆
が
出
雲
富
田
月

山
城
で
尼
子
方
に
大
敗
を
喫
す
る
と
、　
一
転
し
て
尼
子
氏
に
味
方
し
安
芸
椋

梨
に
攻
め
込
ん
だ
。
当
地
の
豪
族
椋
梨
氏
は
よ
く
戦
っ
た
が
衆
寡
適
せ
ず
、

毛
利
元
就
に
援
軍
を
求
め
た
。
毛
利
勢
は
こ
の
振
鞘
で
理
興
勢
を
迎
え
撃
ち
、

や
っ
と
の
こ
と
で
撃
退
し
た
。

「
振
鞘
」
の
地
名
は
椋
梨
城
主
が
刀
の
鞘
を

振
る
っ
て
奮
戦
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
言
う
。
参
考

『
閥
閲
録
』

「
七
月
七
日
至
椋
梨
備
後
衆
相
動
候
時
太
刀
打
高
名
神
妙
候
感
悦
無
極
者
也

乃
状
如
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一九
就

傘
饉
岬
）

天
文
十
二
年
七
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隆
元

（
花
押
）

三
戸
与
二
郎
と
の
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

ヽ ム
ー

′

Jオ
 ` ｀ゝ{¬戸
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椋
梨
城
跡

（堀
城
跡
）

広
島
県
賀
茂
郡
大
和
町
椋
梨

椋
梨
城
は
、
椋
梨
川
に
沿

っ
た
細
長

い
椋
梨
盆
地
の
ほ
ぼ
中

央
部
の
小
高

い
場
所
に
設
け
ら
れ
た
椋
梨
氏
の
居
館
で
あ
る
。

新
庄
小
早
川
氏
の
祖
季
平
は
、
小
早
川
景
平
の
次
男
で
沼
田

本
庄
の
茂
平

の
弟
に
あ
た
り
、
建
暦
三
年

（
一
二

一
三
）
に
鎌

倉
幕
府
か
ら
新
庄
方
の
地
頭
職
を
安
堵
さ
れ
た
。
季
平
の
嫡
男

国
平
は
、
季
平
か
ら
新
庄
方

の
惣
領
職
と
新
庄
の
大
部
分
を
譲

ら
れ
て
椋
梨
城
に
居
住
し
て
椋
梨
氏
を
名
乗

っ
た
が
、
国
平
の

跡
は
定
平
が
継

い
で
い
る
。
ま
た
、
椋
梨
氏
を
惣
領
家
と
す
る

新
庄
方
は
、
椋
梨
川
流
域
に
早
く
か
ら
、
和
木

。
小
田

。
上
山

。
大
草

・
乃
美
氏
な
ど
の
庶
子
家
を
分
出
し
て
お
り
、
南
北
朝

の
動
乱
期

に
は
南
朝
方

（宮
方
）
と
し
て
惣
領
家
に
抵
抗
し
た

者
も
出
て
い
る
。

椋
梨
城

の
本
丸
は
約
七
〇

ｍ
×
二
五

ｍ
で
南
側
が

一
段
高
く

な
り
、
土
塁
を
設
け
て
い
る
。
二
の
九
は
本
丸
の
北
側
に
堀
切

を
設
け
て
約

三
五

ｍ
×

一
〇

ｍ
の
大
き
さ
で
あ

っ
た
が
、
現
在

は
町
道
に
よ

っ
て
削
ら
れ
て
い
る
。
本
丸
の
南
側
か
ら
東
側
に

か
け
て
は
幅

一
〇
～

二
五

ｍ
の
深

い
濠
を
設
け
、
そ
の
外
側
に

は
、
幅
が
広
く
北
端
で
四
～
五

ｍ
の
崖
と
な

っ
て
い
る
平
坦
地

が
あ
り
、
こ
こ
に
平
時
の
屋
敷
地
が
あ

っ
た
。
北
端
に
は
見
張

所
が
あ
り
、
次
郎
九
屋
敷
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
本
丸
の
西
側
直

下
に
も
平
坦
地
が
あ
り
、
そ
の
外
側

に
も
谷
が
入

っ
て
い
る
。

こ
の
本
丸
の
西
側
直
下
の
平
坦
地
に
も
屋
敷
を
構
え

て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
椋
梨
城
と
谷
を
隔
て
た
西
側
に
は
、
太
郎
丸
屋
敷

・
四

郎
丸
屋
敷

・
五
郎
丸
屋
敷
と
呼
ば
れ
て
い
る
低

い
丘
が
延
び

て

お
り
、
こ
こ
に
も
屋
敷
を
構
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

椋
梨
城

に
通
じ
る
南
北
の
道
は
馬
場
と
呼
ば
れ
、
こ
れ

に
交
わ

る
東
西

の
古
道
は
市
道
と
呼
ば
れ
る
地
点
で
曲
が

っ
て
い
る
が

そ
の
西

に
市

の
上
、
東

に
下
市

。
市
じ
り

。
市
河

の
地
名
が
残

り
、
こ
こ
を
中
心
に
市
場
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
市
頭
に
あ

っ
た
胡
社
は
、
現
在
は
新
道
の
橋

の
そ
ば
に
移
さ
れ

て
い
る
。

城
の
東
南
の
低

い
丘
の
上
に
は
椋
梨
氏
の
書
提
寺
と
思
わ
れ
る

学
応
寺
跡
が
あ
り
、
墓
地
の
ほ
か
、
山
門
の
地
名
が
残

っ
て
い

ＺＯ
。な
お
、
西
方

二
ｋ

ｍ
に
あ
る
王
子
城
も
椋
梨
氏

の
城
と
言
わ

れ
て
い
る
。
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椋

梨

氏

に

つ

い

て

１
　
序

椋
梨
氏
は
、
沼
田
本
庄
を
本
領
と
し
た
沼
田
小
早
川
氏
の
庶

子
家
で
あ
る
。
沼
田
小
早
川
氏
の
有
力
庶
子
と
し
て
は
、
都
宇

竹
原
庄
を
本
領
と
し
た
竹
原
小
早
川
氏
が
有
名
で
あ
る
が
、
そ

の
出
自
か
ら
考
え
る
と
椋
梨
氏
は
竹
原
小
早
川
氏
よ
り
惣
領
家

に
近

い
立
場

に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
竹
原
小
早
川
氏
が
鎌

倉

・
室
町
時
代
を
通
し
て
惣
領
家
と
互
角
以
上
の
実
力
を
保
ち

続
け
る
の
に
対
し
て
、
椋
梨
氏
は
惣
領
家
の
被
官
と
化
し
て
ゆ

く
。
こ
の
差
は
ど
こ
か
ら
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
小
早
川
文

書
』
に
収
め
ら
れ
た
古
文
書
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
椋
梨
氏
が

惣
領
家

の
被
官
化
し
た
理
由
を
考
え
て
み
た

い
と
思
う
。

沼
田
新
庄
に
新
庄
小
早
川
氏
が
分
立
し
た
の
は
、
鎌
倉
時
代

初
期
、
季
平

の
時
代
で
あ
る
。
季
平
は
小
早
川
氏

二
代
目

・
景

平

の
次
子
で
あ
り
、
長
兄

。
茂
平
は
沼
田
本
庄
を
領
す
る
惣
領

で
あ
る
。
椋
梨
氏
は
、
季
平
の
嫡
子
国
平
が
沼
田
新
庄

の
内
、

椋
梨

・
和
木

。
大
草

。
上
山
等
を
相
続
し
て
分
立
し
た
家
系

で

あ
る
。
椋
梨
氏
は
鎌
倉
時
代
を
通
し
て
分
割
相
続
を
繰
り
返
し

和
木

。
大
草

。
上
山
等
の
庶
子
家
を
分
出
し
て
行
く
。
こ
の
分

割
相
続
に
よ

っ
て
所
領
が
狭
小
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
、
椋
梨

氏
が
室
町
期

に
そ
の
勢
力
を
失

い
惣
領
家
の
被
官
化
し
て
い
っ

た
理
由

の

一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
早
川
氏
と
同
様

に
関
東

か
ら
備
後
地
毘
庄
に
西
遷
し
て
き
た
御
家
人
で
あ
る
山
内
首
藤

氏
も
鎌
倉
時
代
の
分
割
相
続
に
よ

っ
て
所
領
の
狭
小
化
と
有
力

庶
子
家
の
台
頭
を
招
く
が
、
南
北
朝
期

の
動
乱
に
対
処
す
る
た

め
に
有
名
な

一
族

一
揆
を
形
成
し
惣
領
が
庶
子
家

に
対
す
る
統

制
力
を
維
持
す
る
。
そ
し
て
、
室
町
時
代
末
に
は
備
後
を
代
表

す
る
国
人
領
主

へ
と
成
長
を
遂
げ

て
行
く
。
同
じ
よ
う
に
分
割

相
続
に
よ
り
所
領
の
狭
小
化
を
招
き
な
が
ら
い
椋
梨
氏
と
山
内

首
藤
氏
の
差
は
ど
こ
に
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
、
本
稿

の

一
つ
目
の
テ
ー

マ
で
あ
る
。

次
に
、
竹
原
小
早
川
氏
は
茂
平
の
四
男
政
景
が
興
し
た
家
系

で
あ
る
か
ら
、
椋
梨
氏
の
祖

・
国
平
と
は
従
兄
弟
の
関
係
に
あ

る
。
竹
原
小
早
川
氏
は
、
室
町
時
代
に
は
奉
公
衆
と
し
て
将
軍

家
と
結
び
付
き
、
そ
の
勢
力
を
伸
長
し
て
沼
田
惣
領
家
を
凌
ぐ

勢

い
を
持

つ
よ
う

に
な
る
。
同
じ
小
早
川
氏

の
庶
子
家
で
あ
り

な
が
ら
椋
梨
氏
と
竹
原
小
早
川
氏

の
差
異
は
ど
こ
か
ら
生
じ
た

の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
、
本
稿
の
二
つ
目
の
テ
ー

マ
で
あ
る
。

椋
梨
氏
が
沼
田
惣
領
家
か
ら
独
立
を
図
ろ
う
と
す
る
よ
う
す

は
、
わ
ず
か

に
文
永
三
年

（
一
二
六
六
）
の
関
東
下
知
状
み
ら

れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
下
知
状
は
、
椋
梨
定
平
と
小
早
川
茂

平
の
所
務
相
論
を
決
裁
し
た
も
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
後
期

に

な
る
と
在
地

・
沼
田
新
庄
で
実
力
を
蓄
え
た
椋
梨
氏
は
、
所
領

に
対
す
る
惣
領
家
の
影
響
力
排
除
を
目
的
と
し
て
幕
府

に
訴
訟

を
提
起
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
鎌
倉
幕
府
は
惣
領
制

を
通
じ
て
御
家
人
を
支
配
し
よ
う
と
し
た
政
権
で
あ
り
、
椋
梨

氏
に
よ
る
惣
領
家
勢
力
の
排
除
は
完
全

に
は
達
成
さ
れ
ず
、
新

庄
の
惣
公
文
職
は
惣
領
茂
平
に
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
椋

梨
氏
が
惣
領
家
か
ら
の
独
立
を
完
全
に
獲
得

で
き
な
か

っ
た
原
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で い に に れ や とが ¬ 竹 川 足 ま が 逃 族 波 勤 家 宇 領 に 立  因
た 出 もわ

｀
く と一 景 原 家 利 り室 げ の 羅 を は 竹 景 対 を で が

の ら親 び 竹 そ も方 宗 小 一 一 尊 町 延 自 探 励 元 原 宗 す 獲 は 存
だ れ 方 を 原 の に 沼 殿 早 門 門 氏 時 び 決 題 ん 弘 庄 は る 得

｀
在°

た で 入 家 場 近 田 は 川 の 桃 の 代 て に に で の 以 鎌 惣 で 竹 すLと
あ れ が を 江 家 尊 家 嫡 井 西 の い は 近 い 変 下 倉 領 き原 る
こ る ら拝 逃 国 の 氏 に 流 義 走 両 る そ 江 る に の 後 家 た 小

°

ろ 惣 れ 領 れ 番 貞 公 以 を盛 に 家
°
の 国
°
際 所 期 との 早｀

領 た す て 場 平 か 下 認 と際 立 こ行 番 こ し領 に 竹 で 川
心 家 の る 帰 宿 殿 らの め 供 し場 の を 場れ て を 北 原 あ 家
や で で こ 国 の は の よ らに て に 鎌 と宿 に

｀
没 条 家 ろ は

さ も昔 と し集 北 お うれ 安 備 大 倉 も ま 対 早 収 得 の うな
しあ 人 とた 団 条 召 な て 芸 後 き幕 に で し く さ宗 対 か ぜ
い りで な

°
自氏 じ伝 い 国 輌 な 府 せ 付 て か れ 家 応

°
惣

振
｀
あ つそ 決 に で 承 る大 の 影 減 ず き沼 らて の の そ 領

る 尊 る た この 味 御 が
°
将 津 響 亡

｀
従 田 足 い 専 差 れ 家

ま 氏 景 が で 場 方 供 伝 こ を の を に な つ家 利 る 制 に は か
い 公 宗

｀
沼 ま しに え の 命 軍 与 関 ん た 惣 尊

°
支 あ 鎌 ら

だ に 殿 貞 田 で て 御 ら こぜ 議 え す と が 領 氏 こ 配 る 倉 ほ
と御 は 平 庄 行 六 奉 れ と らで て る か

｀
貞 方 の に

°
末 ぽ

お 赦 な 殿 は き波 公 て に れ
｀
い 対 そ 六 平 に た よ 竹 期 完

許 免 に が 没
｀
羅 さ い 関

｀
景 る 応 の 波 は つ め つ原 の 全

し を ぶ ひ 収 よ 探 れ る し小 宗
°
の 場 羅

｀
き竹 て 家 騒 な

が 願 ん ら さ う題 た
゛
て 早 は つ 差 を 一 六 忠 原 都 惣 乱 独

以
上
の
よ
う
に
南
北
朝
の
騒
乱
期
に
惣
領
家
よ
り
優
位
な
立

場
に
立
て
た
こ
と
が
、
以
後

の
竹
原
小
早
川
家
が
沼
田
惣
領
家

か
ら
の
独
立
を
勝
ち
得
た
原
因
と
な

っ
た
思
わ
れ
る
。
こ
れ

に

対
し
て
椋
梨
氏
の
場
合
は
ど
う
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
南
北

朝
期
の
椋
梨
氏
と
そ
の
庶
子
家
の
動
静
を
伝
え
る
史
料
は
少
な

い
。
わ
ず
か
に
沼
田
小
早
川
家
系
図
に
椋
梨
氏
の
庶
子
家
上
山

氏
が
南
朝

へ
付
き
従

っ
て
い
た
記
載
が
み
え
、
椋
梨
氏

の
庶
子

家
が
南
北
朝
の
動
乱

に

一
族
と
し
て
統
制
が
と
れ
た
行
動
を
し

た
と
は
思
わ
れ
な

い
。
こ
こ
に
山
内
首
藤
氏
が
南
北
朝
期
に
有

名
な

一
族

一
揆
を
形
成
し
、
庶
子
家
を
統
制
し
て
動
乱
を
乗
り

切

っ
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

も
う

一
つ
山
内
氏
と
椋
梨
氏
の
動
乱
期

へ
の
対
応
方
法
で
異

な
る
の
は
、
山
内
氏
が
備
後
守
護
山
名
氏
に
接
近
し
て
勢
力
維

持
を
図

っ
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
山
名
氏
側
に
も
備
後
国

で
強
い
勢
力
を
持

つ
奉
公
衆
杉
原

。
宮

。
三
吉
氏
等
に
対
抗
す

る
た
め
に
は
、
有
力
国
人

で
あ
る
山
内
氏
を
味
方
に
引
き
付
け

て
お
く
必
要
が
あ

っ
た
た
め
、
強

い
結
び
付
き
が
形
成
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
椋
梨
氏
は
、
沼
田
惣
領
家
か

ら
完
全
な
独
立
を
獲
得

で
き
ず
、
そ
の
勢
力
を
頼
む
こ
と
が

で

き
る
有
力
守
護
家
も
安
芸
国
に
は
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
．
竹

原
小
早
川
家
に
は
室
町
将
軍
家
が
、
山
内
首
藤
氏
に
は
備
後
守

護
山
名
氏
が
そ
の
庇
護
者
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
が
室
町
時
代

に
自
家
の
勢
力
を
拡
張

で
き
た
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

に

対
し
て
強
力
な
庇
護
者
を
持

て
な
か

っ
た
こ
と
が
、
椋
梨
氏
が

惣
領
家
を
乗
り
越
え
ち
れ
な
か

っ
た
主
因
だ
と
思
わ
れ
る
。
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